作業の目標

本作業の目標は、1911年－1940年および1960年までの期間についての、鉱業、製造業、電気、ガス、水道の統計を整備することである。現在における、作業の進行状況を示したものが表１である。表中で、薄緑および薄黄色で塗られた箇所については、既にDPとして公表している。これらのDPは、
原康宏（2007）「台湾・韓国における鉱工業長期生産系列の吟味」一橋大学21世紀COEプログラム「社会科学の統計分析拠点構築」Discussion Paper Series No.216（表１ではDP①と表記）

および
原康宏（2008）「日本統治下朝鮮の鉱業生産統計の推計―道別データを利用した南北分割の試算―」一橋大学グローバルCOEプログラム「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」Discussion Paper Series No.10

　　　　（表１ではDP②と表記）
であり、利用された資料、具体的な推計作業についてはこれらに詳しく示されている。

上記の作業結果をもとにして、1960年以降との接続を考慮して、1960年の名目生産額および1960年の実質生産額（1935年価格表示）の推計を行った。併せて電気・ガスについても作業を行った。
また、鉱業、製造業について一部数字の修正を行った。

以下では、鉱業、製造業のそれぞれについて表の説明を行う。
※鉱業まとめ表（表２）
この表は、1913－1940年までの全韓国と韓国南部
）の鉱業に関する品目
）を、「国際産業標準分類」の中分類別にまとめたものであり、名目生産額と実質生産額（1935年価格表示）が示されている。併せて、韓国南部については、解放後の値との接続を考慮して、1960年の生産額が示されている。

表の作成にあたって、利用される資料の違いから、時期を以下の3つに分けることが出来る。
（１）1913－1936年（『朝鮮総督府統計年報』の「鉱産額」統計を利用）
（２）1936－1940年（「昭和16年、朝鮮鉱業の趨勢」）

（３）1960年（『第８回　韓国統計年鑑　1961』、『第９回　韓国統計年鑑　1962』）
　このうち、（１）および（２）の資料を利用した1913－1940年についての具体的な推計方法は、さきに示したDPに詳しく説明されているので、以下では、（３）の時期について説明を行う。
1960年の名目生産額は『第８回　韓国統計年鑑　1961』の「表125　鉱業事業体総括」にから得ることができる。そこには、個別品目を、石炭鉱業、金属鉱業、土砂石採掘業、非金属鉱業、希有元素鉱業の分類に集計した数字が見られるので、それらの数字を「まとめ表」に載せている。ただし、同表は、単位が「千圜（kwan）」で示されているので、「円」表示にするには、同数字を100で割る必要があることに注意が必要である。
1960年の実質生産額（1935年価格表示）については、『第８回　韓国統計年鑑　1961』の「表122　鉱産物生産高」に1950－1960年の生産高が個別品目別に示されているので、この数値を利用して、以下の方法で実質生産額（1935年価格表示）を計算した。
①　「鉱産額」統計には、道別・品目別に生産金額と生産数量が示されているので、1935年（基準年）の韓国南部の実効単価を各品目別に得ることができる。
②　①で得た個別品目の実効単価を「表122」に見られる該当品目の生産量に掛けると、その品目の1935年価格表示の実質生産額を得ることができる。これらの実質生産額を中分類別に集計する。

③　1935年の品目のうち、②の方法で実質生産額が計算可能な（接続可能な）品目の割合を中分類別に計算し、「膨らまし」比率を得る。
4 ②で求めた中分類別実質生産額を「膨らまし」比率で割って、「膨らまし」を行う。

なお、「石炭」については『第８回　韓国統計年鑑　1961』の「表126　石炭生産및輸出入量」から、無煙炭生産量（国営炭鉱、私有炭鉱）を得ることができるので、上記②の方法を用いて実質生産額を得た
）。
※製造業（表３）
うえで示したように、1930年～1940年の推計作業については、既にDPで公表しており、作業の詳細についてもそこに示している。1930年代については、比較的詳細な品目について生産金額および生産数量が得られる。そこでは、『朝鮮総督府統計年報』（各年）の数字を道別・時系列に並べ替えて数字を吟味した。品目別に補間や補正を行ったあと、韓国南部の値を計算した。（なお、1930年以前については現在作業中である。付表１で示されるように、1930年以前については、『統計年報』から得られる情報が少なくなる。）
※製造業統計の1960年金額の計算（表４）
1960年以降への接続を考慮して、1960年までを取り扱う。→名目額、実質額（1935年価格表示）。『韓国統計年鑑』に見られる品目別生産量を利用して実質値（1951－1960年）を計算。接続可能な品目の比率で「膨らまし」を行った。（実質生産額の計算方法は、「鉱業」についての方法と同様におこなった。）

※電力・ガス（表５）
『統計年報』に数値が示されている1930－1937年について、道別に数字を吟味し、名目生産額および実質生産額を計算した。

※現在進行中の作業（1930年以前）（付表２）
　表１のオレンジの箇所について現在作業中である。付表２は、付表１に示される各年の資料をもとに、道別・時系列に組み替えた表である。今後は、この表をもとに数字を詳細に吟味していく。
� ）韓国南部に属するのは、忠清南道、忠清北道、全羅南道、全羅北道、慶尚南道、慶尚北道および、京畿道の一部、江原道の一部である。韓国南部の生産額の推計については、文（2005）「植民地期朝鮮の南北人口比―朝鮮総督府国勢調査資料の分割フォーマット」、（21世紀Hi-StatプロジェクトのDPとして発表）を利用した。


� ）鉱業に関する品目として、『朝鮮総督府統計年報』の「工産物統計」から「煉炭」を、「林産物統計」から「砂利」を加えた。


� ）「まとめ表」では、「石炭」のみの生産額（膨らましなし）と「石炭＋煉炭」の生産額（膨らましあり）の生産額の両方を示している。





